
今年の 就職フェア は５月
日に開催予定（昨年の会場）

坂本すが日本看護協会会長 中央 を
講師に招いたセミナー ２月２日

出雲医療看護専門学校では学生一人ひとりが夢を実現し、医療
分野で即戦力として活躍できるように万全の設備とサポート体
制を整えている（出雲市の中心街に立地するキャンパス）

出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
高
田
晃
平
学
校
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 地

域
へ
人
材
送
り
出
す

出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
が
４
月
開
校

３
年
制
、
４
学
科
設
置
島
根
県
出
雲
市
に

　
【
出
雲
市
　ど
ん
な
と
こ
ろ
？
】

　
島
根
県
東
部
に
位
置
し
、
人
口
は
約

万
人
。
「
縁
結
び
の
神
様
」
と
し
て

全
国
的
に
有
名
な
出
雲
大
社
が
あ
る
。

湖
面
が
あ
か
ね
色
に
染
ま
る
宍
道
湖
の

夕
日
や
、
麺
の
色
が
濃
い
出
雲
そ
ば
も

人
気
。

□
　　　■
　　　□

　
島
根
県
出
雲
市
に
今
年
４
月
開
校
す

る
の
が
出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
だ
。

地
元
の
出
雲
市
か
ら
積
極
的
な
誘
致
を

受
け
、
地
域
の
看
護
師
不
足
解
消
や
若

者
層
の
地
元
定
着
、
地
域
活
性
化
な
ど

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
は
出
雲
市

の
玄
関
口
と
な
る
Ｊ
Ｒ
出
雲
市
駅
の
南

口
か
ら
徒
歩
３
分
に
位
置
す
る
。
約
５

０
０
０
平
方

の
敷
地
内
に
建
設
さ
れ

た
４
階
建
て
の
校
舎
で
は
、
山
陰
地
域

で
医
療
や
保
健
、
福
祉
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
社
会
貢
献
で
き
る
即
戦
力
と
な

る
人
材
を
養
成
す
る
。
専
門
学
校
の
臨

床
工
学
技
士
学
科
は
こ
の
地
方
で
は
初

の
設
置
と
な
る
。

　
設
置
さ
れ
る
の
は
看
護
学
科

定
員

人

、
理
学
療
法
士
学
科

同

人

、
臨
床
工
学
技
士
学
科

同

人

、
言
語
聴
覚
士
学
科

同

人

の
４
学
科
で
、
い
ず
れ
も
全
日
制
の
３

年
制
。
２
年
後
、
３
学
年
が
そ
ろ
え
ば

約
６
０
０
人
が
こ
の
場
所

で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
学

生
を
支
え
る
教
職
員
は
約

人
。
大
半
が
島
根
県
内

に
住
む
地
元
採
用
者
と
な
っ
て
い
る
。

出
雲
市
に
は
島
根
大
学
医
学
部
、
島
根

県
立
大
学
看
護
学
部
な
ど
が
そ
ろ
う
。

将
来
的
に
も
、
山
陰
の
み
な
ら
ず
全
国

で
も
有
数
の
「
医
療
人
材
育
成
都
市
」

と
し
て
の
基
盤
を
確
立
で
き
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。
医
療
看
護
専
門
学
校

の
開
校
は
、
地
方
で
深
刻
化
す
る
看
護

や
医
療
の
人
材
不
足
や
流
出
を
食
い
止

め
る
の
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　
今
回
の
開
校
は
、
地
元
自
治
体
や
大

学
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
若
手
人

材
育
成
と
地
域
貢
献
を
両
立
さ
せ
る
好

例
と
し
て
も
注
目
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。

　
出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
の
初
代
学

校
長
に
は
出
雲
市
出
身
で
、
島
根
大
学

医
学
部
名
誉
教
授
の
高
田
晃
平
氏
が
就

く
。
出
雲
市
で
専
門
学
校
を
開
校
す
る

意
義
や
地
元
へ
の
貢
献
、
今
後
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
高

田
学
校
長
に
聞
い
た
。

　
―
学
校
の
特
徴
は
。

　
「
出
雲
市
な
ど
の
協
力
を
得
て
開
校

す
る
。
島
根
県
か
ら
も

多
く
の
支
援
を
受
け

た
。
そ
の
た
め
、
地
域

へ
の
還
元
を
意
識
し
て

い
き
た
い
。
地
方
だ
と
人
材
流
出
も
顕

著
だ
し
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
役
割
を

果
た
し
た
い
。
島
根
県
立
大
学
の
看
護

教
育
が
３
年
制
か
ら
４
年
制
に
移
行
し

た
た
め
、
人
材
不
足
の
観
点
か
ら

３

年
制
の
受
け
皿

に
も
な
る
。
地
域
医

療
を
守
る
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
学
生

に
も
積
極
的
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
看

護
学
科
と
理
学
療
法
士
学
科
は
早
い
段

階
で
定
員
に
達
し
た
」

　
―
育
成
し
た
人
材
が
地
元
で
働
い
て

く
れ
れ
ば
意
義
は
大
き
い
で
す
ね
。

　
「
地
元
の
大
学
病
院
で
も
看
護
師
が

不
足
し
て
い
る
現
状
で
、
早
く
卒
業
生

が
ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
島
根
全
体
で
も
中
・
小
規
模
の
病

院
で
看
護
師
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
使

命
は
重
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
出
雲
市
駅

近
く
の
た
め
、
学
生
の
通
学
で
も
利
点

が
大
き
い
。
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
機
会
も
出
て
く
る
。
積
極
的
に

交
流
を
図
っ
て
ほ
し
い
」

　
―
教
育
方
針
は
。

　
「
医
療
機
関
で
の
実

習
以
外
に
、
人
間
と
し

て
の
教
育
は
地
域
の
方

々
の
力
に
も
支
え
ら
れ

て
い
る
。
大
阪
滋
慶
学
園
と
し
て
、
出

雲
で
も

実
学
教
育

人
間
教
育

国
際
教
育

の
三
つ
の
建
学
理
念
を

掲
げ
て
お
り
、
医
療
分
野
で
即
戦
力
の

あ
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
学
生
の

医
療
人
と
し
て
の
生
き
る
力
、
働
く

力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
学
校
法
人
大
阪
滋
慶
学
園
は
、
医
療
を
中
心
と
し
た
現
場
で
実
践
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
育
成
を
強
化
し
て
い
る
。
大
阪

医
療
技
術
学
園
専
門
学
校
、
大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校
、
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校
、
大
阪
医
療
福
祉
専
門
学
校
、
大
阪
医
療
看
護
専
門

学
校
の
５
校
が
医
療
や
介
護
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
即
戦
力
を
輩
出
し
て
き
た
。
こ
の
５
校
に
続
け
と
ば
か
り
に
、
２
０
１
１

年
４
月
に
開
学
し
、
国
内
初
の
医
療
安
全
管
理
学
を
学
ぶ
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
か
ら
は
こ
の
３
月
、
修
士
課
程
を
終
え
た
第
一
期
の
修
了
生

が
巣
立
つ
。
そ
し
て
４
月
に
は
、
島
根
県
出
雲
市
の
中
心
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
出
雲
市
駅
前
に
、
出
雲
医
療
看
護
専
門
学
校
が
開
校
す
る
。
将
来
、
地
域

で
の
看
護
な
ど
を
担
う
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
次
世
代
へ
の
基
盤
を
着
実
に
固
め
る
た
め
に
、
大
阪
滋
慶
学
園
の
挑
戦
は
続
く
。

学校法人大阪滋慶学園

出
雲
市
長
長
岡
秀
人
氏

島
根
大
学
学
長
小
林
祥
泰
氏

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
井
川
幹
夫
氏

夢の実現心から期待

　◎…学校法人大阪滋慶学園「出雲医
療看護専門学校」の開校を心からお祝
い申しあげます。そして、医療分野で
の活躍をめざす多くの学生の皆さん
が、この出雲市で学んでいただくこと
を大変うれしく思います。
　◎…本市は、豊かな自然と歴史、バ
ランスの取れた産業構造や厚い人情、
そして「神話のふるさと」や「縁結
び」など、私たちが全国に誇れる地域
資源がいっぱいです。本市では、昨年
末に新たな出雲の國づくり計画「出雲
未来図」を策定し、市の将来像を「げ
んき、やさしさ、しあわせあふれる縁
結びのまち出雲」と定め、市民が力を
合わせ新たなまちづくりに取り組もう
としています。
　◎…本市は県内でも有数の医療・教
育機関を有し、臨床実習などにご協力
いただくことになっています。皆さん

には、この恵まれた環境でしっかりと
医療を学んでいただきますとともに、
本市のまちづくりにも積極的な参加を
お願いします。そして、充実した学生
生活を過ごしていただき、それぞれの
夢を実現されることを心から期待して
います。

全学部そろって協力
　◎…出雲医療看護専門学校開校おめ
でとうございます。島根大学医学部附
属病院の新病棟完成後も中央診療棟や
既設病棟の改修工事が続いていました
がこの３月にすべて完成し、ロボット

手術なども含めた最先端機能と画期的
病院管理システム、高度教育機能など
を持つ高機能病院に生まれ変わりまし
た。
　◎…日本トップクラスのシミュレー
タセンターを院内に開設、ＭＥセンタ
ーもＩＣＵに隣接して設置し、スタッ
フも充実しています。看護専門外来も
増やし看護教育もあらゆる面で強化し
ました。リハビリテーションセンター
もすべての分野に対応しています。院
内保育所の大幅拡充などワークライフ
バランス向上にも努めています。
　◎…講義や実習面で島根大学とし
て、医学部だけでなく全学部そろって
協力させて頂いていますが、是非、卒
業後も一人前の医療人として島根県で
活躍してもらいたいと思います。

信頼される医療人に

　◎…島根大学医学部附属病院では
年６月に新病棟がオープンし、 年
月には救命救急センターに指定さ

れ、今年３月に既設病棟、外来・中央
診療棟の改修が完了して病院機能は大
幅に向上しています。特にがん医療は
化学療法施設の充実、高度な放射線治
療の実施、ロボット手術支援システム
「ダ・ヴィンチ」による低侵襲手術な
どにより高度化しています。さらに教
育環境の整備、シミュレーション機器
の拡充により教育機能も向上していま
すので出雲医療看護専門学校の学生さ
んの実習などで本院を大いに活用して
いただく予定です。
　◎…ご存じのように看護師、理学療
法士、臨床工学技士、言語聴覚士はチ
ーム医療で重要な役割を果たす職種
で、本院においても各スタッフが、そ
れぞれ専門性を発揮して生き生きと活

動しています。本院としても各種資格
取得、社会人大学院への進学を支援す
るなど多様なキャリアプランに対応し
ています。患者さんを幸せにすること
を第一の目標として、充実した教育環
境の下で患者さんに信頼される医療人
となられることを期待しております。

各氏からメッセージ開校にあたって

医
療
管
理
学
研
究
科
医
療
安
全
管
理
学
専
攻
篠
原
智
誉
さ
ん

医
療
管
理
学
研
究
科
医
療
安
全
管
理
学
専
攻
大
西
ア
イ
子
さ
ん

学
ん
だ
こ
と
現
場
で
生
か
す
大
学
院
大
学
一
期
生
が
語
る

重
要
な
テ
ー
マ
得
た

知
識
の
応
用
目
指
す

高
度
専
門
職
業
人
を
養
成
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
開
催
通
じ

就活も強力サポート合同企業説明会開き学外も対象

第
一
期
生
に
修
士
号
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
初
の
授
与
式
開
く

医
療
安
全
の
担
い
手
巣
立
つ

医療を支える

修了生代表の大西アイ子さん 前列左

学位記授与式には多くの来賓が出席し、修士号の授与
を祝福した（戴帽しているのが修了生と学校関係者）

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 ３月２９日 金曜日 　　

　
私
は
臨
床
工
学
技
士
と
し

て
、
手
術
な
ど
に
用
い
る

「
生
命
維
持
管
理
装
置
」
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
機
器
の

操
作
、
そ
れ
ら
の
保
守
点
検

と
い
っ
た
業
務
を
し
て
い
ま

す
。
本
学
で
は
自
ら
が
病
院

で
取
り
扱
う
医
療
機
器
の
安

全
性
検
証
法
な
ど
を
深
く
知

り
た
い
と
思
い
、
臨
床
業
務

を
続
け
な
が
ら
２
年
間
学
び

ま
し
た
。

　
振
り
返
れ
ば
、
本
学
に
は

想
像
以
上
に
広
い
フ
ィ
ー
ル

ド
が
あ
り
、
「
医
療
安
全
」

に
関
し
て
こ
こ
ま
で
多
角
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
学
べ
る
場

所
は
こ
の
大
学
院
を
お
い
て

他
に
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
他

職
種
の
同
期
学
生
の
勉
学
へ

の
思
い
の
深
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
自
分

の
研
究
内
容
だ
け
で
な
く
、

本
学
で
得
た
知
識
を
臨
床
現

場
に
存
分
に
応
用
し
、
安
全

文
化
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
ず
っ
と
臨
床
の
実

践
現
場
で
働
い
て
き
ま
し

た
。
臨
床
現
場
は
、
再
現
性

が
少
な
く
流
動
的
で
複
雑
で

す
。
そ
の
中
で
起
こ
る
小
さ

な
失
敗
や
勘
違
い
行
き
違
い

な
ど
を
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
未

然
に
防
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
報
告
さ
れ
る
事
例

や
公
表
さ
れ
る
事
例
は
、
こ

の
よ
う
な
現
場
の
人
た
ち
の

努
力
で
は
な
く
、
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
不
幸
な
出
来
事
ば

か
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
発

生
し
た
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
多
く
の
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
事
例
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
職
場
で
も
継
続
し
て
取
り

組
み
た
い
重
要
な
テ
ー
マ
に

出
会
え
た
こ
と
が
、
２
年
間

に
学
ん
だ
最
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
今
後
も
「
現
場
の
叡

智
」
を
明
ら
か
に
し
、
臨
床

現
場
の
力
を
明
確
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
、
グ
ル

ー
プ
７
校
の
学
生
を
主
な
対

象
に
し
た
合
同
企
業
説
明
会

「
就
職
フ
ェ
ア
」
を
、
毎
年

５
月
に
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
開

い
て
い
る
。
２
０
０
近
く
の

病
院
や
福
祉
施
設
が
参
画
す

る
。
大
阪
滋
慶
学
園
以
外
の

学
生
も
参
加
可
能
で
、
例
年

約
３
０
０
０
人
の
参
加
が
あ

る
。
学
生
に
と
っ
て
も
多
く

の
採
用
情
報
が
得
ら
れ
、
病

院
や
福
祉
施
設
で
ど
ん
な
人

材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を

自
ら
知
れ
る
大
切
な
一
日
と

い
え
る
。

　
就
職
フ
ェ
ア
は
、
学
生
以

外
に
保
護
者
や
医
療
・
福
祉

業
界
・
高
校
・
大
学
の
関
係

者
が
参
加
す
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
。
「
保
護
者
就
職
説

明
会
」
や
「
高
校
教
員
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
も
実
施

し
て
い
る
。

　
大
阪
府
看
護
協
会
の
前
会

長
で
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学

校
の
豊
田
百
合
子
副
学
校
長

は
「
こ
れ
か
ら
は
チ
ー
ム
医

療
の
時
代
。
そ
し
て
そ
れ
ら

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
医
療

現
場
が
求
め
ら
れ
る
。
医
療

・
福
祉
の
す
べ
て
の
学
科
が

そ
ろ
っ
た
大
阪
滋
慶
学
園
で

は
そ
れ
が
可
能
。
学
生
に
は

横
の
連
携
を
意
識
し
て
行
動

し
て
ほ
し
い
」
と
す
る
。

　
就
職
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
、

豊
田
副
学
校
長
は
「
学
生
自

ら
積
極
的
に
足
を
運
ん
で
、

医
療
職
場
が
ど
う
い
う
も
の

か
探
し
求
め
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。
さ
ら
に
、
３
年
間
の

専
門
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
の
中

で
、
幅
広
い
視
野
を
も
っ
て

病
院
や
福
祉
施

設
を
見
て
も
ら

い
た
い
考
え
。

病
院
施
設
側
も

「
積
極
的
な
学

生
が
い
れ
ば
、

施
設
側
の
動
き

も
活
発
に
な

る
」

豊
田
副

学
校
長

と
話

し
て
お
り
、

ウ
イ
ン
―
ウ

イ
ン

の
関
係

構
築
も
顕
著
に

な
り
そ
う
だ
。

　
２
０
１
１
年
４
月
に
開
校

し
た
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院

大
学
が

日
、
第
一
期
生
の

学
位
記
授
与
式
を
迎
え
た
。

修
士
課
程
を
終
え
た
修
了
生

人
に
「
医
療
安
全
管
理

学
」
の
修
士
号
が
授
与
さ
れ

た
。
医
療
現
場
の
中
核
を
担

う
平
均

代
半
ば
の
現
役
看

護
師
ら
が
、
平
日
の
夕
方
や

週
末
な
ど
に
本
業
の
傍
ら
２

年
間
の
授
業
と
研
究
指
導
を

受
け
、
修
士
の
学
位
取
得
を

目
指
し
て
き
た
。

　
医
療
情
報
学
が
専
門
の
医

療
管
理
学
研
究
科
長
の
武
田

裕
教
授

大
阪
大
学
名
誉
教

授

は
「
医
療
安
全
を
系
統

的
に
教
え
る
の
は
従
来
難
し

か
っ
た
。
大
学
院
だ
か
ら
こ

そ
、
深
く
か
つ
職
種
を
超
え

て
横
断
的
に
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
修
了
生
が
医
療
現

場
に
戻
っ
た
時
に
大
き
な
自

信
に
な
る
は
ず
だ
」
と
修
了

生
を
送
り
出
し
た
今
、
こ
う

力
を
込
め
る
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
の
各
校
で

は
「
実
践
力
」
を
養
う
教
育

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学

も
「
医
療
安
全
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
」
を
育
て
る
こ
と
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
学
生
は
各

自
が
独
自
性
あ
る
研
究
テ
ー

マ
に
向
き
合
っ
た
。
例
え

ば
、
医
療
現
場
の
安
全
文
化

度
を
測
定
す
る
た

め
に
、
デ
ー
タ
収

集
を
し
た
う
え
で

統
計
解
析
を
し
た

と
い
う
。
問
題
意

識
を
明
確
に
し
な

が
ら
深
く
掘
り
下

げ
る
研
究
は
、
職

場
に
戻
っ
た
と

き
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
発
揮
な
ど

の
面
で
、
生
き
て

く
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
期
生
は
医

師
や
看
護
師
を
は
じ
め
、
臨

床
検
査
技
師
、
臨
床
工
学
技

士
、
理
学
療
法
士
、
診
療
情

報
管
理
士
な
ど
、
幅
広
い
職

種
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
す
学
生
が
集
ま

っ
た
。
そ
の
修
了
生
ら
の
意

向
で
、
学
位
記
授
与
式
の
後

に
謝
恩
会
を
開
き
た
い
と
い

う
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い

う
。
武
田
教
授
も
「
あ
り
が

た
い
話
。
み
ん
な
仕
事
の
後

に
駆
け
付
け
て
、
平
日
は

時

分
ま
で
授
業
を
受
け
て

い
た
。
修
士
論
文
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
指
導
教
授
が

つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
れ
が
報
わ
れ
た
思
い
だ
」

と
目
を
細
め
た
。

　
す
で
に
「
医
療
の
質
・
安

全
学
会
」
で
論
文
発
表
も
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
学
会
・

学
会
誌
で
の
発
表
を
積
極
化

す
る
方
針
だ
。
そ
の
う
え

で
、
ま
ず
は
日
本
語
で
の
発

表
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
求
め
、

い
ず
れ
学
生
に
は
国
際
学
会

で
の
発
表
に
も
前
向
き
に
挑

戦
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

　
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大

学
の
強
み
は
充
実
し
た
教
授

陣
。
今
後
は
さ
ら
に
質
を
高

め
る
た
め
の
講
師
招
聘
に

し
ょ
う
へ
い

も
取
り
組
む
。
一
方
で
、
博

士
課
程
設
置
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
具
体
化
す
る
。

武
田
教
授
は
「

年
度
中
に

申
請
準
備
を
し
、

年
度
の

開
設
を
目
指
し
た
い
」
と
話

す
。
す
べ
て
は
医
療
安
全
の

最
前
線
を
担
う
人
材
が
、
各

自
の
持
ち
場
で
成
果
を
発
揮

す
る
た
め
だ
。

　
２
０
１
２
年
度
に
創
立

周
年
を
迎
え
た
大
阪
滋
慶
学

園
。
臨
床
検
査
技
師
、
臨
床

工
学
技
士
、
看
護
師
な
ど
卒

業
生
は
約
２
万
７
０
０
０
人

に
の
ぼ
る
。
そ
う
い
っ
た

中
、
卒
業
生
、
医
療
・
福
祉

業
界
の
関
係
者
を
対
象
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
を
精

力
的
に
開
催
、
高
度
専
門
職

業
人
養
成
機
関
と
し
て
、
そ

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

年
２
月
２
日
、
大
阪
滋

慶
合
同
校
舎

大
阪
市
淀
川

区

で
行
わ
れ
た
医
療
経
営

管
理
セ
ミ
ナ
ー
に
は
現
役
の

看
護
師
ら
１
０
０
人
以
上
が

集
ま
っ
た
。
講
師
は
坂
本
す

が
日
本
看
護
協
会
会
長
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム
医
療

に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
人

材
」
を
テ
ー
マ
に
約
２
時
間

熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　
坂
本
会
長
は
、
「
少
子
高

齢
多
死
社
会
の
到
来
で
、
在

宅
看
護
の
需
要
が
大
き
く
な

る
ば
か
り
。
だ
が
、
少
子
化

に
よ
り
看
護
学
生
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
問

題
提
起
。
そ
の
一
方
で
、
団

塊
の
世
代
が

歳
以
上
に
な

る

年
を
目
前
に
控
え
、

「
今
後
、
我
々
は
国
民
の
ニ

ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る

の
か
。
医
療
提
供
体
制
の
変

革
が
本
当
に
迫
ら
れ
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま

え
て
、
「
こ
れ
か
ら
の
看
護

師
に
は
チ
ー
ム
医
療
の
キ

ー
パ
ソ
ン
と

し
て
の
役

割
、
医
療
と

暮
ら
し
の
両

面
か
ら
の
患

者
支
援
な
ど

が
求
め
ら
れ

る
の
で
、
頑

張
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー

ル
を
送
る
と

同
時
に
、

「
協
会
会
長

と
し
て
労
働

環
境
の
改
善

に
も
一
層
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決

意
を
表
明
し
た
。
講
演
後

は
、
会
場
か
ら
多
数
の
質
問

や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
貴
重

な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ

た
。


